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国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

ホンジュラ
ス H107 助産師 個別 交替

2代目 2年 ・2018/1 ・2018/2 ・
2018/3

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

保健省

2）配属機関名（日本語）

マルカラ市母子保健センター

3）任地（ ラ・パス県マルカラ市 ） JICA事務所の所在地（ テグシガルパ市 ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ ﾊﾞｽ で 約 4.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

マルカラ市母子保健センターは24時間体制で普通分娩のみを取り扱うマルカラ市管轄の出産施設。人員は医師4名、看
護師6名が配置され、1日平均3件から4件の分娩に対応している。また、併設されている「妊婦の家」は、遠方に住む妊
婦が出産まで待機するための宿泊施設で、施設利用者に産前健診等を行っている。(滞在日数5-20日程度) 。敷地内には
マルカラ市保健所及びラ・パス県第5保健ネットワーク事務所があり、マルカラ市のみならずラ・パス県全域にわたる
シャーガス病対策等の拠点ともなっている。

【要請概要】
1）要請理由・背景

配属先の「妊婦の家」は、村落部の妊婦の施設分娩を促進するために設置された無料の分娩待機施設で、利用者の多く
が貧困層であることから、妊娠・出産に関する知識は低い。そのため、安全な分娩のためには、妊婦の健康管理や保健
指導を行う必要性があることから、妊婦指導ができる青年海外協力隊(JV)が求められている。JVには妊婦およびその家
族に対する家族計画指導、若年妊娠に関する対策への支援も期待されている。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

1.母子保健センターに定期健診で来院する妊婦や「妊婦の家」に滞在する妊婦に対する健康管理・保健指導の企 画・実
施。
2.24時間以内に退院する褥婦に対し、産褥指導(乳房ケア・産後の身体変化・新生児ケア等)を実施する。
3.医師や看護師と協力し、准看護師育成のための研修会を企画し、妊婦褥婦に対する保健指導の定着を図る。
4.看護学校の学生に対し、妊婦褥婦や新生児ケアなどの母児保健に関わる事項についての講義を行う。
5.市内の教育機関(小中校2校、高校1校)を巡回し、性教育を含む保健教育や疾患予防のための手洗い指導などの予防啓
発活動を実施する。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

特になし

4）配属先同僚及び活動対象者

・母児保健センター長(看護師)1名
・医師(インターン)7名
・看護師1名
・准看護師13名

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


5）活動使用言語

スペイン語

6）生活使用言語

スペイン語

7）選考指定言語

【資格条件等】
[免許]：（助産師）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（　　　　）　備考：

[経験]：（実務経験）3年以上　備考：配属先スタッフへ
の指導に必要。

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（温暖湿潤気候）　気温：（15～30℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（安定）

[水道]：（安定）

【特記事項】
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